








































2. ｢健全な科学の原則｣ (米国)対｢予防原則｣ (EU)
｢科学に基づく義務｣に関連するWTO/SPSルールは,基本的に｢健全な科学の原則｣ (米国)
を後押しすることは間違いない.ただしEUの｢予防原則｣が米国の｢予防的アプローチ｣に近



















許容される.したがって, ｢経済競争｣ (米国)対｢環境･健康保護｣ (EU)というSPS規制に
おける政策目標の対立構図にあって, SPS協定は中立的であるということができよう.
【今後の展望】
SPS協定とWTO紛争解決手続は,一定の限界はありながら,加盟国の規制主権とWTOの自
由貿易ルールとの間の利害調整メカニズムとして重要な役割を果たしており,今後も果たしてい
くと思われる.今後のSPS協定にとっての課題としては,特に論争の中心である｢科学に基づ
く義務｣の運用の明確化を図っていくこと,その場合リスクの種類に応じてその柔軟性に幅を持
たせるこ.と等が課題となってこよう.
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